
詳しくは下記をご覧ください。

（ベビーシッター派遣事業）

　割引券のご利用にはあらかじめ事業主の承認が必要となります。子ども・子育て拠出金を納める事業主は、
必要書類を協会に提出するとともに、利用手数料をお支払いいただきます。利用手数料は、中小事業主でベ
ビーシッター派遣事業の割引券１枚につき70円、それ以外の事業主で180円を、多胎児分の割引券につい
ては、割引額9,000円の割引券の場合、中小事業主でベビーシッター派遣事業の割引券１枚につき270円、
それ以外の事業主で720円、割引額18,000円の割引券の場合、中小事業主でベビーシッター派遣事業の割
引券１枚につき540円、それ以外の事業主で1,440円をご負担いただきます。
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仕事のためにベビーシッターを利用した場合に、１回につき2,200円の割引が受けられる割引券を発行する事業で
す。申請の手続きは事業主が行い、利用者は事業主から割引券の交付を受けてください。また「職場への復帰」の
ためにベビーシッターを利用した場合にも、この割引券が使用できます。なお、対象となる乳幼児等のきょうだいが
いる場合は１日に複数枚の割引券が使用できます。

義務教育就学前の双子など多胎児を養育しているご家庭にベビーシッターの割引券を発行します。双子の場合は
１日につき9,000円、三つ子以上の場合には１日につき18,000円の割引が受けられます。割引券は１年間に２回まで
（特別な事由がある場合には４回まで）使用できます。

多胎児を養育するご家庭のために （ベビーシッター派遣事業（多胎児分））

申込み・お問い合わせは  公益社団法人 全国保育サービス協会 まで

TEL.03－5363－7455　FAX.03－5363－7456
URL：http://www.acsa.jp

全国保育サービス協会では、協会会員会社のリストを配布

ておきましょう。いざと

最低引き受け時間

「家庭訪問保育のプロ」です。



※具体的な利用方法は、8～10ＰのＱ＆Ａをご覧ください。全国保育サービス協会では、
その万が一に備えて保育サービス業総合補償制度

会員会社の7割強が



ベビーシッターなどを利用される場合には、以下の点にご注意ください。
ベビーシッターなどを利用するときの留意点
～厚生労働省ホームページより～

全国保育サービス協会では、協会会員会社のリストを配布しています。

　１．まずは情報収集を 
　ベビーシッターを利用するには、事業者に申し込み、所属するベビーシッターが派遣される方法と、マッ
チングサイトを通じてベビーシッター個人に利用者が直接依頼する方法があります。保育料の安さや手軽
に頼めるかという視点ではなく、信頼できるかどうかという視点で、ベビーシッター事業者の情報を収集
しましょう。マッチングサイトを通じての利用の場合は特に詳細に情報収集を行い、マッチングサイトの
ガイドライン適合状況調査サイトを確認しましょう。情報収集にあたっ
ては、都道府県や市町村の情報、 公益社団法人全国保育サービス協会に加
盟している会社のリストなどを活用しましょう。一時預かりが必要な場
合やひとり親への様々な支援が必要な場合は、ベビーシッターの利用に
限らず、市町村に相談しましょう。 

　２．事前に面接を 
　ベビーシッターの派遣を事業者に依頼する場合、ベビーシッターに対する希望を明確に伝えましょう。
派遣される予定のベビーシッターと事前に面談を希望する場合は、事業者に申し出てください。マッチン
グサイトを通じて依頼する場合には、インターネットの情報だけを頼りにするのではなく、実際に子ども
をベビーシッターに預ける前に必ずベビーシッターと面会し、子どもを預かる方針や心構えなどについて
質問して、信頼に足る人物かどうかを確認しましょう。また、子どもを預ける際には、必ず事前に面会し
たベビーシッター本人に直接子どもを預けるようにしましょう。 

　３．事業者名、氏名、住所、連絡先の確認を 
　実際に子どもをベビーシッターに預ける際には、事業者名、ベビーシッターの氏名、住所、連絡先を必
ず確認しましょう。その際、ベビーシッターの身分証明書を提示してもらうようにしましょう。マッチン
グサイトを通じての利用の場合には、マッチングサイトで公開されている保育者の情報を再度確認すると
ともに、都道府県等に事業者としての届出をしているかも確認するといいでしょう。  

　４．保育の場所の確認を 
　保育の場所が子どもの自宅以外である場合は、事前に見学して、子どもの保育に適切な場所かどうかを
確認しましょう。

　５．登録証の確認を 
　ベビーシッターが保育士や認定ベビーシッター（※）の資格を持っている場合は、保育士登録証や認定
ベビーシッター資格登録証の提示を求めて確認しましょう。保育に関する研修を受けているかどうかを確
認してもいいでしょう。 
※「認定ベビーシッター」とは、公益社団法人全国保育サービス協会が、ベビーシッター
として必要な専門知識及び技術を有すると認定した人です。詳しくは、 全国保育サービ
ス協会ＨＰの資格認定制度のサイトを参照してください。 

　6．保険の確認を 
　万が一の事故に備えて、保険に加入しているかやその内容、金額を確認しましょう。ベビーシッターを
派遣した事業者やマッチングサイトの運営者等にも同様に確認しましょう。

　７．預けている間もチェックを 
　子どもをベビーシッターに預けている間も、子どもの様子を電話やメールで確認するようにしましょう。
カメラなどで子どもの様子を見たいと保育者に伝えてもいいでしょう。 

　８．緊急時における対応を 
　預けている子どもの体調が急変するなどの緊急事態が生じた際に、ベビーシッターからすぐに連絡を受
けることができるような体制を整えましょう。 

　９．子どもの様子の確認を 
　ベビーシッターから子どもの引き渡しを受ける際、どんなことをして遊んだのかといった保育の内容や
預かっている間の子どもの様子について、ベビーシッターから報告を受けましょう。子どもの様子次第で
は、お子さん本人にも確認しましょう。   

１０．不満や疑問は率直に 
　ベビーシッターに対する不満や疑問が生じた場合は、ベビーシッターを派遣した事業者やマッチングサ
イトの運営者等にすぐ相談しましょう。内容によっては、事業者等ではなく、都道府県や市町村の保育担
当部署、地域の消費生活センターなどに相談しましょう。

出典：厚生労働省ホームページ（https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kodomo/kodomo_kosodate/babysitter/）
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